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土壌はなにでできている？

土壌は、砂や粘土といった土壌粒子だけでなく、空気や水も含んでいま
す。植物の生育にとって、土壌粒子の組成は重要なものですが、土壌に
含まれる空気や水の存在もとても大切です。

空気（酸素）や水は多くの生物にとって必要
不可欠な物質です。日中は光合成（二酸化炭素
を吸収して酸素を排出する）が活発なため目立
ちませんが、植物は常に呼吸（酸素を吸収して
二酸化炭素を排出する）を行っています。もし
土壌中に空気（酸素）がなければ、植物の根は
呼吸ができなくて窒息死してしまいます。また、
土壌中に水がなければ、植物はしおれて枯れて
しまいます。

ちなみに、土壌粒子の組成は、主に植物に
とって栄養となる物質を土壌がどれだけ保持で
きるかにかかわってきます。

土壌の構成要素のうち、土壌粒子などの固
体・水・空気やガスをそれぞれ固相・液相・気
相とよび、この３つをあわせて土壌の三相とい
います（右上図）。

この三相の割合（容積に対する割合）は、土
壌によって異なり、適度な湿り気の畑の土では、
固相40 ％、液相30％ 、気相30％くらいの割合
となっています。砂地や人工的に造成した土地
では、固相の割合が著しく高い場合があり、固
相が多いと、それだけ土壌中に存在できる空気
や水の量も少なくなってしまいます。

土壌中の水や空気は、土壌粒子などの固相の
すきま（孔隙）に存在しています。植栽地にお
いて、人がよく通る場所では、踏圧によって地
面が踏み固まり、土壌中のすきまがなくなって、
通気性や透水性が悪化することがあるので注意
が必要です（右下図）。

また、芝生地において、サッチ（刈り芝や枯
れた芝が地面に堆積し層になったもの）をその
ままにしておくと、降雨をはじくことで透水性
の悪化を招いたり、反対に水を吸収して通気性
を悪くしたりします。さらに、水を吸収した
サッチは病原菌や藻の繁殖・生育場所になるこ
とがあるため、こまめなサッチの除去（サッチ
ング）は芝の健康な生育に欠かせない作業とい
えます。
サッチングを行う時期としては、雨の多くな

る梅雨前が良いでしょう。
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苦しい！

快適！
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エコ炭 100％リサイクルから生まれた土壌改良剤
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土壌改良剤
珪藻土焼成粒
イソライト工業
20kg/袋
土壌全体の容量の10～20％

�珪藻土を均一なつぶ状にし、1000℃以上の高温で焼

成したセラミック土壌改良資材です。

�セラミック化した粒子は体積の70％が微細な孔隙と

なっており、保水性と透水性、通気性を同時に向上さ

せます。

�膨潤・破壊することがなく、粉化することもほとんどない

ため、効果が長期間持続します。

�土壌微生物の多様化を促進するなどの効果により、連

作障害を緩和します。

※粒子の平均径 1号：1mm、2号：2mm

�土壌の保水性・通気性・透水性を改善します。

�炭自体が持つアルカリ性により、土壌の酸性化を緩和しま

す。また、地温の安定・保肥力の増強・化成肥料などによる

濃度障害の緩和が期待できます。

�炭の細かな隙間が土壌微生物の住処となるため、土壌微

生物が活性化されます。

�高い吸着効果があり、水を浄化する能力が高く、排水も心

配ありません。

�軽量ですが、風で飛んだり、舞い上がったりせず、扱いが

容易です。

�直接触れると手や服に黒い色がつくことがありますので、取

り扱いにご注意ください。

リサイクル炭
パルプスラッジ炭
東邦レオ
30L/袋
土壌全体の容量の10％～
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PB－50錠剤 微生物の力で冬の間にサッチを分解

�北の自然界に存在する微生物ペニシリウム・ビライーを利

用した資材です。微量の使用で、高いサッチ分解効果が

得られます。

�低温期でのサッチ分解能力が高く、高温期までにゆっくり

とサッチを分解します。

�低温期処理後、春の生育時に根を伸長させ、根数を増大

させます。

�地温20℃以上では使用しないでください。使用時期は秋

（11月頃）から春（3月頃）に限ります。

�製品は冷蔵庫内で保管して下さい。

�殺菌剤との混用はできません。また殺菌剤使用前後2週

間以内の散布はしないでください。

�殺菌剤を使用したタンクを使う場合は、タンク内をよく洗浄

してご使用ください。

微生物サッチ分解資材
ペニシリウム・ビライー 1.0×109CFU/g
保土谷化学工業株式会社
0.2g/錠、50錠入り/箱
0.001g/㎡（水量1L/㎡）


